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    The auther reported an application of Depropanex (Sharp & Dohme  Co.  ) in 52 
years old man with left side ureter-stone, who was treated by means of various 
 medicaments and endovesical manegements during the past three months,but the 
purpose could not be attained. Then we used Depropanex and ureteral catheterization 
at the same time. At this time, ureteral catheter can be easily inserted and the stone 
was discharged spontaneously in the next day.
緒 言
戦後尿石症 ことに上部 尿路 石の増 加の現 象は
43回日本泌尿器科学 会総 会に於け る稲 田教授の
宿題報告その他 に より明 かに された ところで,
上部 尿路石 の治療 ことにその非観血療法 は泌尿
器科領域に於 け る重要課題 となつてい る.
われわれは最近,各 種 の保存 的療法 並びに膀
胱鏡的療法 で目的を達 し得 なかつた一 尿管結石
例に第一製薬 の好意によ り入手 した アメ リカの
鎮痛,鎮 痙剤 と して市 販 されたDepropanex
(Sharp&Dohme)を 試用 して所期 の目的




















































射し,同時に多量の 水分 摂取 を指示し,且つ自覚症
状に注意せしめた.こ の日患 者は下 肢の筋 肉に軽い
痒感を覚えた以外著変なく,レ線写真でも結石の移動
は認めなかつた.

















































尿管結 石の治療 には保 存的療法,膀 胱鏡的療
法 並びに外科的療法 の三者の調和 が必要欠 くべ
か らざ るもので,何 れ に傾 くも理 想的で ない
(Boeminghaus).結石 の自然排 出率はBoem-
inghausの56～900/.,Fussu.Schulzの82.4
%,東 大の50.2%となつ てお り,大 半 の尿管結
石は 自然排 出が期待 出来 るわ けで ある.従 つ て
先ず我 々泌尿器科専 門家 は徒 らに外科 的療法 に
偏せず,一 応は保存的療法 によ り自然排 出の促
進措置を構 ずべ きで ある.然 し乍 ら徒 らに保存
的療法 にこだわつて腎機能障碍 を来 し,手 術の
時期 を逸すべ きでない ことは云 う迄 もない.
わた くしたちはた また ま尿管下部 に嵌屯せる
一尿管 結石症 に遭遇 し,種 々保 存的或 は膀胱鏡
的療法 を施 したが 目的を達 せず ,遂 に外科的療
法 を決意 していた際,恰 度市 川教 授のDepro一
斎藤,石 井 一Depropanexによ る尿 管 結 石 の 自然 排 出
panexの報告 に接 し,所 期 の効果を認 めたので
その概要 を報告 したが,以 下簡単 にその奏効機
転 について考 按 してみたい.
Depropanex(deproteinatedpallcreaticex-
tract)は哺乳動物(多 くは牛)の 膵臓組織 より
化学的操作によ り製せ られた除蛋 白腔臓 エキス
で,その化学 約本 質 は充分解明 され ていないが,
インシユ リン・ア セチル コ リン.ヒ スク ミン等
は含まれておらず,本 物質の主要作用 と して平
滑筋の痙攣,特 に血管攣縮 の緩解作用 があげら
れている.即 ちFrey&Krautは 本物質 を
血管拡張性物質 と して発 見 し,循 環 ホルモ ンと
名付けて報 告している.又 諸家 の研究 により本
物質 の作用機序はepinephrineの作用 を 中 和
し,平 滑筋に於け る交感神経 の過剰な刺戟 を抑
制するにあるとのことである.従 つて臨床 的に
は血管痙 攣を来 す疾 患,即ち冠状動 脈硬化症,動
脈硬化症,間 漱性破行症 に主 として使 用 され,
その他胆石痛,月経 困難症 の落痛 の緩解・腹部外
科手術後の麻痺性腸閉塞,嘔 気,嘔 吐等の諸種
併発症状 に,眼 科 的 に視神経炎 や球後視 神経炎
の治療 に有効 と され る.
泌尿器科 領域 ではLazarus(1936)が始めて
本物質 の平滑筋 に対す る抗痙 攣作用 に注 目 し,
尿管結 石の 自然排泄促進及び尿管狭窄 の治療 に
本剤を使用 した.彼 は1940年100例の尿管結石
乃至尿管狭窄症例 におけ る使 用成績 を報告 し,
結石自然排泄促進剤 としての効果 を高 く評価 し
た.つ づ いてCaroll&Zingale(1938)は本物
質 が腎,尿 管癌痛 に対 して速効 を奏 し,叉 何等
副作用のない ことを強調 した.Kirwin,Low-
sley&Menning(1944)は尿管結 石症20例,
尿管カテーテル法施行例33例にそ の 効 果 を 認
め,Singer(1947)は排泄性腎孟撮 影法 に際 し
本剤を筋注 する ことによつて常 に腎孟,尿 管の
良好な影像が得 られ ると報 告 した.本 邦 では市
川教授(1955)が本剤を用いて尿管結石8例 に
於 て,3例 は治療 終了後4時 間 ～2日 で,1例
は10日で結石の 自然排泄 を見 た.叉 腎癌痛2例
に著効を,逆 行性腎孟撮影法6例 中5例 に種k
の程度 の落痛緩解 を認 め,又 排 泄性 腎孟 撮影像
に対照 に比 し腎孟 尿管の幅,影 像欠損 の程度等
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その影 像に有意 の差 を認め ると共 に副作用の全
くないことを報 じている.
わた くし達 のDepropanex使用経験 よ り排
石効果 を考按す ると,本 例 は約3ク 月に亘 り各
種保存 的療法を実施 し,併 せ て尿管 口焼灼術 を
行 い,又 頻 回行 つた尿管 カテーテ リスムスの不
能 であつ たものが,本 剤投与 と共 にインヂゴカ
ル ミン排泄 も良好 となり,且 つ全 く無抵抗 に尿
管 カテーテルの挿入が出来 た点 だけで も本剤 の
効果 を実証する に足 るものと思われ る.更 にカ
テーテル抜去後本剤 の投与 中に久 しくなかつ た
疵痛様終痛 がおこり自然排石 をみた ことは本剤
の直接作用 に帰せざるを得ない.更 に注射時測
定 した血圧下降の成績 も本 剤の抗epinephrine
作 用を実証す るものであつた.
一方市川教 授の症例に も見られ る如 く
,4/8
例 に自然排 石を見 たが内釈は4時 間後1例,2
日後2例,8日 後1例 と効果発現時間 は様 々で
あ り,1例 の如 きは1ケ 月後 の自 然 排 石で あ
り,同 教授 の言われ る如 くこの種 薬剤の効果 の
判定 には幾多 の困難 を伴 いがちで,多 くの症例
を重ね る必要 のあ ることは論を倹 たない.
しか しわた くし達 の 症例は1例 に 過 ぎ ない
が,上 部 にあつた頃よ り頻回の レ線撮影で詳 し
く経過 を観察 してお り,且 つ頻 回の尿管 カテー
テ リスムスを同一術者が実施 し不能であつた も
のが本剤 により容易に挿 入出来,且 つ排 石の目
的を達 した諸点 よ り本 剤が効果的で あつた こと
は疑 念の余地 はない.
結 語
52才男子 の3ケ 月に亘 る尿管結 石症 にDepr-
opanexと尿管 カテーテ リスムスを併用す るこ
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